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Ⅰ．委託事業概要 
１．事業期間 

平成２１年１０月１日～平成２２年３月３１日 

 

２．事業の具体的方法等 

（１）実施方法（アプローチ方法）及び分析手法 

 

本調査研究テーマの背景は以下のようにまとめられる． 

（実践的技術者に求められる素養） 

２１世紀の今，科学的知の創造の成果が，技術の形を介して社会経済的価値

創造すなわち「イノベーション」として社会に深く浸透し，経済的価値だけ

でなく，社会システムにまで複雑・多面的に及んでおり，これを支える技術

者は，個別の専門工学能力の基盤として，「社会と技術の連関に対する理解・

判断力と行動力」＝「工学リベラルアーツ」の素養を持つことが社会と産業

から求められている． 

（上記素養を育てるための工学教育の現状） 

一方，工学が学術として益々細分化する潮流の中で，工学を学ぶ学生のこの

「工学リベラルアーツ」の素養が弱体化し，「専門教育の理解と体得」の面

でも工学教育の空洞化問題が顕在化している． 

（工学教育実質化のための課題） 

資源に乏しい日本が，高付加価値創造型ものづくり立国に活路を拓くために

は，イノベーション創出を支える技術者への工学教育の実質化が必要である

が，その体系化と効果の測定およびその実施体制の面で課題が多い． 

 

以上の背景より，イノベーションを支える実践型技術者育成のための，専門工学

教育と工学リベラルアーツ教育のバランスのとれた，実質化された工学教育プログ

ラムを構築し，普及させるためには，その体系化のための方法論，効果の測定手法

とその実施体制の提示が必要となってくる．本調査研究では，これらの検討のため

に，国内外の先進的事例を調査し，その結果の比較・分析より，これらの先進的事

例を我が国において適用する際の在り方をまとめる．また，その実施に不可欠なモ

デル教科書の編纂・試運用を計画・提案する．具体的な実施項目・実施方法は以下

のとおりである． 

 

1. 実質化された工学教育体系とその効果測定手法，およびそれらの実施体制に

ついて，国内外におけるベストプラクティス事例の調査を行い，モデル工学

教育プログラム構築に必要な事項を提言としてまとめる． 
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（海外） 米国の優れた工科系教育モデルを有する下記３大学に調査チームを派遣

し，下記６項目を中心とした，実質化された工学教育プログラムの構築

のための方法論とプログラムの実例，およびそれを実現する学内の組織

体制について調査を行う． 

（調査対象大学） 

 Stevens Institute of Technology (ニュージャージー州)  

 Rose-Hulman Institute of Technology (インディアナ州) 

 University of Missouri, Columbia （ミズーリ州） 

（主要調査項目） 

 教育目標（育成技術者像） 

 上記技術者像実現に必要な目標アウトカムズ 

 上記アウトカムズ実現のための教育プログラムとその実施体制 

 上記教育プログラムでのアウトカムズの達成度評価手法と，その結果の

プログラムへのフィードバック手法 

 教育プログラム改善の体制，ＦＤの内容と実施体制 

 外部認証評価への対応 

 

（国内）国内で優れた工科系教育体系を有する，あるいは先進的な達成度評価手法

を導入している下記３校を対象に，上記６項目を中心とした海外調査と同

様の調査を行う． 

 豊田工業大学 

 広島大学 

 中央大学理工学部情報工学科 

2. １の調査結果を踏まえ，これまでほとんど無かった工学リベラルアーツ教育に

使用するための「モデル教科書」の編纂，その試運用と学生に対する効果測定

を行う．  

 
（２）事業計画 

日程 事 業 の 内 容 

H21/10 

 

H21/11 

H21/12 

H22/1 

H22/2 

海外調査対象校の予備調査と調査計画立案，訪問依頼 

海外調査  調査結果まとめ 

国内調査  調査結果まとめ 

調査結果を用いた工学教育プログラムのあるべき姿の検討 

モデル工学教育プログラム構築への提言まとめ 

モデル教科書を含めた報告書取りまとめ 
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３．事業の実施体制 

 

三大学学長工学教育問題懇談会（事業統括） 

（柘植綾夫（芝工大），古田勝久（電機大），水野明哲（工学院大）） 

｜ 

三大学工学教育検討委員会（事業推進） 

（芝工大）幹事校    （電機大）       （工学院大） 

副学長： 村上雅人 副学長：  樫村幸辰  副学長：  長澤 泰 

学長補佐：中村朝夫 副学長：  国吉 光  学長補佐： 管村 昇 

学長室員：工藤一彦 学長室補佐：高田 茂  教務部事務部長： 小島孝治 

学事部長：大坪隆明 学長室課長補佐：堀則子 教育開発ｾﾝﾀｰ課長：杉原 明 

企画室課長：室越昌美               ２００９．８現在  


